



















セッション」を行い、医療通訳に関わっている人たちを中心に 40名以上の参加者があった。   
高島忠義学長による冒頭挨拶に続いて、重野亜久里氏（多文化共生センターきょうと代表理事）が基調講
演「日本の医療通訳のゆくえ〜医療通訳の現状と課題～」を行い、京都をはじめ、全国各地の医療通訳派遣
制度の事例、質的担保や通訳者認証制度をめぐる議論などが紹介された。講演後、「あいち医療通訳システ
ム」の概要について、愛知県多文化共生推進室室長補佐の大橋充人氏から説明がなされた。 
後半のパネルディスカッションは糸魚川美樹（本学准教授）がコーディネーターとなり、以下の 5 名のパネリ
ストがそれぞれの立場から現状報告と提言などを行なった。葛冬梅氏（中国語医療通訳者、東海外国人生活
サポートセンター）は外国人住民の立場から現状と提言を、エクトル・カサノバ氏（医師）は日本で活動する外
国人医師として考える医療通訳の重要性を、黒田薫子氏（スペイン語医療通訳者）は派遣型医療通訳の現状
と課題について、小松麻利奈氏（豊橋市民病院ポルトガル語医療通訳者）は地域社会と医療通訳の重要性
について、浅野輝子氏（名古屋外国語大学教授）は医療通訳者の養成という観点から、それぞれ発言を行な
い、最後にフロアと質疑応答が行なわれた。 
 最後に、愛知県多文化共生推進室長の木佐貫昭二氏より
閉会の挨拶があり、愛知県における医療通訳システムの立
上げ時の苦労やエピソードが紹介され、また本シンポジウ
ムを通じてあらためて医療通訳の重要性が広く共有され、
心強く感じた旨の言葉があった。  
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